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㊨
議
案
第
　
三
　
号

議
会
の
義
貞
の
報
酬
及
び
費
用
弁
肝
に
閑
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
議
会
の
叢
負
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
竺
つ
い
て
'

/

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
弟
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
1
　
項
の
規
定
に
よ
り
'
本
議
会
の
議
決

を
求
が
る
｡

昭
和
六
十
年
一
月
三
十
日
･

三

　

朝

　

町

　

長

牧

　

　

村

　

　

喬

　

　

成

昭
和
大
電
牢
番
月
参
拾
日
　
原
棄
可
決

■

三
朝
町
畿
金
蔵
長
名
遇
鼻
血



一　　･　一　L-　ノー　-I ･- .~　　■■　　　-▲◆　　　■　　　　　～.I

/

　

　

　

:

‥

∵

ノ

一
1
､

ヽ
叫

_

　

･

　

<

｢

′

.

.
メ

ー

ニ

朝

町

粂

例

第

号

雲
仙
轟
か
の
報
-
び
費
用
芸
に
掌
る
条
例
の
一
部
潅

改
正
す
る
条
例
~

/

韻
会
の
黄
点
の
報
酬
及
び
層
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
(
鵬
和
三
十
1
年
三
朝
町
条
例
第
十
九
阜
)
の
一
面

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
,

義
一
集
中
｢
二
十
1
万
円
｣
を
｢
二
十
二
万
L
七
千
円
｣
に
'
｢
十
五
万
千
円
｣
を
｢
十
六
万
三
千
円
｣
に
,

/

｢
十
三
万
五
千
円
｣
を
｢
十
五
万
三
丁
円
｣
に
改
め
去
｡
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則

(
施
行
期
日
等
)

′
　
＼
こ
･
の
条
例
は
t
I
公
布
の
E
E
Z
か
ら
施
行
L
t
改
正
後
の
義
金
の
義
貞
の
報
酬
及
び
費
用
弁
保
に
関
す
る
粂

例
(
以
下
｢
改
正
後
の
条
例
｣
と
い
う
｡

(
義
朝
等
の
内
払
)

)
　
の
親
兎
は
'
噸
和
五
十
九
年
四
月
丁
目
-
か
ら
適
用
す
る
｡
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繊

改
正
前
の
東
金
の
藩
負
の
報
鯛
及
び
費
用
弁
併
紅
関
す
る
条
例
に
基
づ
い
て
'
昭
和
五
十
九
年
四
月
一

日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
闇
に
'
,
#
長
'
副
嶺
長
及
び
岳
員
･
忙
支
払
わ
れ
た
報
潮
及

び
期
末
手
当
は
'
改
正
後
の
条
例
の
規
声
に
よ
■
る
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
内
払
と
み
な
す
｡


